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家
族
７
人
福
島
か
ら

原
発
2
0
数
キ
・
で
診
察
の
医
師

　
福
島
第
一
原
発
の
事
故
を
受

け
、
1
6
日
か
ら
岡
山
市
内
に
避
難

し
て
い
る
福
島
県
南
相
馬
市
の
医

師
、
常
盤
聡
さ
ん
（
4
4
）
が
2
1
日
、

国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

（
ア
ム
ダ
）
」
　
（
岡
山
市
）
の
会

見
に
同
席
し
、
原
発
の
「
廃
炉
」

を
訴
え
た
。

　
常
盤
さ
ん
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
協

力
で
、
’
妻
恵
子
さ
ん
（
4
1
）
と
子

ど
も
３
人
、
福
島
県
内
に
住
む
妻

の
両
親
の
計
７
人
で
岡
山
に
来

た
。
　
自
宅
と
経
営
す
る
診
療
所
は
、

福
島
第
一
原
発
か
ら
2
0
数
♂
の
場

所
に
あ
る
。
津
波
の
被
害
は
な
か

っ
た
が
、
地
震
で
診
療
器
具
の
一

部
が
壊
れ
、
電
話
が
通
じ
ず
外
部

と
の
連
絡
が
Ｉ
切
と
れ
な
く
な
っ

た
。
そ
れ
で
も
「
津
波
や
地
震
で

負
傷
者
が
い
る
は
ず
」
と
考
え
、

十
人
の
患
者
を
診
察
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
1
4
日
、
原
発
で
■
度

目
の
水
素
爆
発
が
あ
っ
た
。
『
も

う
こ
れ
以
上
は
危
険
』
と
判
断

し
、
そ
の
夜
、
姜
の
実
家
の
あ
る

県
内
の
別
の
市
に
避
難
し
た
。
3
0

キ
ロ
圏
内
の
住
民
対
す
る
屋
内
待

避
の
指
示
は
、
そ
の
直
後
の
こ
と

だ
っ
た
。
1
5
日
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
知

人
か
ら
岡
山
へ
の
避
難
を
勧
め
ら
’

れ
、
従
っ
た
と
い
う
。
　
　
ミ

１

岩
手
県
に
い
る
親
族
は
無
事
、
　
か
っ
て
い
る
が
、
福
島
は
原
発
が

が
、
安
否
不
明
の
友
人
や
、
津
波
　
あ
る
た
め
全
く
進
ま
な
い
。
原
発

で
子
ど
も
を
失
っ
た
知
人

Ｊ
ｍ
ご

。
叫
安
全
な
形
で
廃
炉
に
し
て
揖

る
。
・
『
岩
手
や
宮
城
は
復
興
に
向
　
し
い
』
と
訴
え
て
い
る
Ｑ
　
　
、
゛
｀

感染症流行､薬不足､脱水症状･･･

AMj)Aが琉sl犬報告

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表

の
活
動
を
報
告
し
た
。

　
現
地
で
は
断
水
が
続
き
、

化
し
て
い
る
。

避
難

説明する菅波茂医鮪＝岡山市北区

浙
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
感
染
症
が
は

や
っ
て
い
る
う
え
、
糖
尿
病
な
ど

慢
性
疾
患
の
薬
も
足
り
て
い
な

な

｜

　
冷
た
い
飲
食
物
が
多
い
た
め
、
。

胃
腸
を
壊
し
や
す
い
高
齢
者
は

飲
ま
ず
食
わ
ず
に
な
り
が
ち
で
、

脱
水
症
状
が
増
え
て
い
る
と
い

ざ
Ｊ作

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
2
0
日
現
在
、
岩

手
で
2
3
人
、
宮
城
で
９
人
が
避
難

所
を
回
っ
て
診
療
し
て
い
る
ほ

か
、
避
難
所
マ
ッ
プ
の
作
成
や
ト
。

イ
レ
整
備
、
診
察
室
の
脱
糞
、
１

５
０
０
食
分
の
豚
汁
の
炊
き
出
し

な
ど
を
し
て
い
る
。

　
３
丹
い
っ
ぱ
い
は
医
療
支
援
が

中
心
だ
が
、
４
月
か
ら
は
介
護

支
援
を
強
化
す
る
。
募
金
は
郵
・
。

便
振
替
（
Q
7
‐
‐
‐
t
Q
U
Qs
C
Q
I
9

‐
C
７
０
９
）
、
口
座
名
『
特
定

非
営
利
活
動
法
人
ア
ム
ダ
』
の
・

　
『
東
日
本
大
震
災
』
几

　
　
　
　
　
　
　
（
西
山
良
太
）

岡
山
皿
・
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